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ソニーは、他社との差別化を図るため、今
後のセキュリティ市場での展開をIPベースと
している。また、IP技術でセキュリティ産業
をリードする同社は、IPELAシリーズを携え
て、新たな需要創出に向けた提案と技術革新
を推進している。本誌は、同社B2Bソリュー
ション事業本部インダストリアルビジュアル
システム事業部IPELA部統括部長である井上
学氏に、同社のセキュリティ事業について取
材した。

井
上氏はまず、｢ユーザーがIP監

視システムによる高画質化とイ

ンテリジェント機能による利便

性を認識し始めたことで、市場がIPネッ

トワークへと移行しつつある｣ことを語っ

た。そして、｢２～３年前と比較するとIP

監視が大きく成長してきたことが分かる。

直近の当社実績では、IPシステムがアナロ

グシステムよりもシェアを伸ばしている｣
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と続けた。

ソニーで最も売れているのはIPELA

シリーズのPTZ対応型である。井上

氏は｢ユーザーはセキュリティだけで

なく、それ以上に付加価値のあるソ

リューションを模索している。当社で

も顧客が監視映像をマーケティング

ツールとしても活用している場面を見

ている｣と説明する。

同社にとって2008年の銘記すべき

製品はメガピクセルカメラである。

｢本製品は市場で高い評価を得るとと

もに、実際に当社の売り上げに貢献し

ている。メガピクセルカメラの需要拡

大は日本だけでなく欧米でも進行して

いる｣と井上氏は明かす。

二つの戦術
当然不況はソニーにとっても大問題

である。井上氏は｢2008年の経済状況

は我々のビジネスにとって厳しかっ

た。各地域において、いくつかの監視

システム導入が遅れるケースが見受け

られた｣と現状を冷静に見ている。

ソニーが現在展開している戦術は２

つある。１つは画質を重視した製品開

発である。特に今後はハイビジョン映

像機器に注力していくという。製品開

発ではハイビジョン映像機器を重要視

している。｢CCDおよびCOMSセンサ

などがハイビジョン実現の上では極め

て重要となる｣と井上氏は指摘する。

さらに同氏は｢当社の強みはセキュリ

ティ事業と半導体事業両方を保有し連

携できることあることだ。そのため、

頻繁に情報交換しているので、セキュ

リティで何に配慮すべきか分かって

いる｣と続ける。その成果の一つとし

て、2009年中に新型ハイビジョンカ

メラを発表する予定だ。

そしてもう１つが、アナログシステ

ムからIPシステムへのユーザー移行促

進である。一例を挙げると、発売した

ばかりのNSR-1000シリーズは、同社

にとって最新世代のハイブリッドネッ

トワークレコーダである。この機器

により、アナログカメラとデジタル・

ネットワークカメラを１台のサーバ・

プラットフォームに統合することがで

きる。ユーザーは引き続きアナログ

カメラをIP統合技術を含めて使用する

ことができる。実はソニーがオープ

ンアーキテクチャを採用する理由は、

サーバが他社製のカメラからのデータ

を処理することができるからである。

｢セキュリティ用途を非セキュリ

ティ用途にまで広げるには、当社は

モニタリング用途に注目する必要が

ある。これまでに小規模な案件では

数件あったのが、2008年には大規模

な案件も増えてきている｣と井上氏が

語り、｢NSR-1000シリーズやRealShot 

Managerに搭載されている“DEPA”と呼

ばれるインテリジェントアラームの機

能は、監視用途ばかりでなく来店者数

の計測などマーケティング分析ツール

としても使われている｣とも語った。

ハイビジョンネットワークカメラ

は、早晩セキュリティ用途だけでな

くモニタリング用途でも活用される可

能性を秘めている。ソニーとして、使

用目的調査を実施する市場としては小

売業や医療施設などがある。｢小売業

ではセキュリティカメラをモニタリ

ングやマーケティング分析用にも使う

動きが広がりつつある。例えば、店舗

の入口やレジ周辺で、セキュリティカ

メラを使ってスタッフや来客の動きを

分析する時などに使える。一方、医療

分野での映像モニタリングはまだまだ

これからだが、医療訴訟対策などで病

院内の映像を記録しようとする動きが

ある｣と井上氏は解説する。そしてこ

うしたモニタリング用途では高画質で

あると同時に、遠隔によってカメラの

操作ができることが重要だとも指摘す

る。

世界経済が停滞している環境下にお

いても、ソニーはセキュリティ需要に

関して成長していくという見解を有

している。井上氏は｢2009年の国内ビ

ジネスも楽観は出来ないが、ソニーは

パートナー、ユーザーのために引き続

き新製品の導入とサポートの強化を

行っていく｣と語った。

ソフトウエアの
高度処理機能化

将来のセキュリティについて、ソ

ニーではソフトウエアの役割を重視し

ている。｢ソフトウエアはハードウエ

アと同じ重要性が出てくる｣と井上氏

は見ている。 同社はソフトウエアReal 

Shot Managerを開発した。このソフ

トウエアはDEPA(Distributed Enhanced 

Processing Architecture)という機能を

有する。そして、カメラとRealShot 

Managerで分散処理を行うことにより

高度な画像処理機能を実現する。単に

動体を検知するだけでなく、画面上に

設定したライン上を人や車が右から左
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へ移動した場合にアラームを発生する

など、より高度なアラーム検知ができ

る。また、あらかじめ映像データとと

もにメタデータを記録しておけば、記

録済みの映像データに対し条件検出

フィルタを適用し、検索処理を行う

こともできる。本機能を利用すること

により、監視時における操作要員の負

荷軽減や映像検索の効率化が実現でき

る。

当分の間国内外の様々な要望に対処

するため、ソニーはISVプログラムを

経由してソフトウエアパートナーと

協業していく考えだ。井上氏は｢ISVサ

ポートはオンラインのポータルサイト

を中心に行っている。これは2008年

夏から開始している。ISVパートナー

は、サイトから最新の技術情報やSDK

にアクセスすることができ、当社の最

新技術をいちはやく利用することがで

きる｣と胸を張る。

｢当社ではソフトウエア側とハード

ウエア側の双方からの要求が増加して

いることを理解している。顧客は簡単

なインストールによる一体化した対応

策を望んでいる。ISVプログラムによ

り当社は顧客の要望に適った対応策を

用意することができる｣と井上氏は言

い切る。

なお、IPELAの名称は、IPネット

ワークのIPと｢美しい｣の意を持つイタ

リア語のBELLAとからなる造語であ

る。井上氏はIPELAにはリアリティ、

インテリジェンス、ユーザビリティの

３つコンセプトがあると言う。そして

それぞれについて｢リアルティとは高

画質である。具体的な例はメガピクセ

ルカメラと間もなく発表するハイビ

ジョンカメラである。インテリジェン

スとはIPELAシリーズの高度処理機能

と自動監視などである。そしてユーザ

ビリティとはデュアルコーデックやマ

ルチキャスティングなどで、これに

よりIP製品を実用的な柔軟性をもたら

す｣と解説した。

ユーザーのための改革
ソニーはONVIF設立メンバーの１社

として知られている。ONVIFとはネッ

トワークビデオ製品のインタフェース

の規格標準化フォーラムである。これ

について井上氏は｢インターフェース

の標準化はビデオセキュリティ製品を

より簡単に設置し、利用したいという

市場からの要請に応えるものである。

ユーザーは様々な製品の中から適合し

た製品を選択して使うことが可能にな

る。例えば、パソコンやその周辺機器

のようにプラグアンドプレイで使用で

きるようになる｣と説明する。ソニー

としてもインタフェース標準化の推進

は市場におけるネットワークビデオ製

品の採用に寄与すると考えている。こ

の規格が現実化することで、メーカー

各社の合従連衡も出てくるだろう。他

方、ソフトウエア供給側にとっても

メーカーごとの対応の負担が軽くなる

のも事実である。

また、互換性によりユーザーの要望

を十分に満たしたシステムをより柔軟

に開発することができる。公開される

標準化スペックに基づいた製品の中か

らであれば、ユーザーは機器の増設

や、システムのアップグレードを、特

定のブランドに制限されることなく、

これまでよりも幅広い範囲の製品から

選択できるようになる。

井上氏はONVIFによるインター

フェースの標準化の進展により非セ

キュリティアプリケーション市場での

ネットワークビデオ製品の採用も進ん

でいくことを予測している。｢当社は

標準化の推進を通じて、ソニーの提供

するユニークな機能やユーザーベネ

フィットをより幅広い市場に提供して

いきたい｣と井上氏は決意を述べる。

 

当社は標準化の推進を通じ
て、ソニーの提供するユ
ニークな機能やユーザーベ
ネフィットをより幅広い市
場に提供していきたい。


